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４
庁
舎
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
が
市
民
の
意
思

質
　
問

　

日
本
共
産
党
が
行
っ
た
市
政
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
4
庁
舎
を
維

持
す
る
」
が
75
%
と
圧
倒
的
な
市

民
の
意
思
と
な
っ
て
い
る
。
合
併

協
定
の
基
本
事
項
で
あ
る
「
事
務

所
の
位
置
」
の
変
更
を
、
な
ぜ
ア

ン
ケ
ー
ト
や
住
民
投
票
な
ど
で

市
民
に
直
接
聞
こ
う
と
し
な
い

の
か
。

市
　
長

　

議
会
か
ら
2
名
、一
般
の
市
民
・

住
民
の
代
表
の
皆
さ
ん
で
検
討

委
員
会
を
進
め
て
き
て
、
今
答
申

を
も
ら
っ
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
考
え
方

は
持
っ
て
い
な
い
。

質
　
問

　
「
総
合
支
所
」
を
廃
止
し
、「
出

張
所
」
と
す
る
こ
と
は
、
総
合
的

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
や
め
る
事
で
は

な
い
か
。「
出
張
所
」で
の
サ
ー
ビ

ス
は
ど
こ
ま
で
や
る
の
か
。「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
と
な
る

の
か
。
庁
舎
検
討
委
員
会
も
言
っ

て
い
る
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

は
さ
せ
な
い
」は
実
現
す
る
の
か
。

市
　
長

　

分
庁
舎
で
あ
っ
た
状
況
を
十
分

踏
ま
え
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
の
な
い
よ
う
答
申
を
も
ら
っ
て

い
る
。
出
張
所
は
4
出
張
所
以
内

と
い
う
考
え
方
の
中
で
、
本
庁
舎

を
含
め
4
庁
舎
は
維
持
を
し
て
行

き
た
い
。

質
　
問

　

県
内
の
平
均
水
道
料
金
は
月
30

㎥
で
3
千
867
円
で
、
佐
織
地
区
は

3
千
850
円
で
ほ
ぼ
県
平
均
と
同

額
。
八
開
地
区
は
5
千
197
円
と
県

平
均
の
134
%
、
海
部
南
部
水
道
は

5
千
544
円
の
143
%
と
、
県
下
で
1

番
と
2
番
の
料
金
。
今
多
く
の
市

民
か
ら
「
同
じ
市
民
な
の
に
こ
ん

な
格
差
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
。

早
く
料
金
を
引
き
下
げ
て
」
と
の

声
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
る
。
平

成
20
年
11
月
の
八
開
の
料
金
を
佐

織
の
料
金
に
統
一
す
る
試
み
の
案

を
な
ぜ
撤
回
し
た
の
か
。

市
　
長

　

残
念
な
が
ら
今
、
上
下
水
道
と

も
統
一
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

八
開
と
佐
織
の
料
金
の
統
合
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
当
然
佐
織

の
料
金
は
上
が
る
。
し
ば
ら
く
時

間
が
ほ
し
い
。
20
年
11
月
の
事
務

局
案
の
内
容
は
、
現
段
階
で
は
で

き
か
ね
る
。

質
　
問

　

月
5
㎥
使
用
の
料
金
は
県
平
均

917
円
に
対
し
て
、
佐
織
地
区
は

1
千
100
円
と
県
平
均
の
120
%
、
八

開
地
区
は
3
千
465
円
と
な
ん
と
県

平
均
の
378
%
、
海
部
南
部
水
道
は

147
%
と
、
30
㎥
よ
り
も
格
差
が
一

層
広
が
る
。
特
に
八
開
地
区
の
5

㎥
使
用
の
月
額
料
金
3
千
465
円
は

「
日
本
一
」で
、
こ
れ
以
上
放
置
す

る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
少
量
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
強
く
求
め
る
。

市
長
は
放
置
し
て
い
る
事
に
何
の

痛
み
も
感
じ
な
い
の
か
。

市
　
長

　

八
開
の
水
道
の
件
は
、
そ
の

方
だ
け
を
下
げ
る
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
。
弱
者
の
話
が
あ
っ

た
が
、
お
許
し
、
我
慢
を
し
て
、

つ
ら
い
事
だ
が
、
お
願
い
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

水道料金の引き下げ、格差是正を


